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国土交通省山形河川国道事務所

除雪作業の更なる効率化を目指します

～ 除雪機械の工夫事例を展示します ～

山形河川国道事務所では、国道13号・47号・48号・112号・113号の除雪を担当しています。

今年度も除雪作業の更なる効率化を目指し、除雪機械の改良を行いました。

これらの除雪機械の展示を行いますのでお知らせいたします。

日 時 ： 平成２２年１１月２５日(木) １３時～１５時

場 所 ： 南陽除雪ステーション（別添参照）

備 考 ： 天候により除雪車が出動する場合は中止いたします。

開催確認は道路管理第二課にお問合せください。

【除雪作業の効率化一例】

・除雪機械のワンマン化（直轄国道では県内初）

・作業スピード向上のため除雪トラックの排雪板材質を変更（直轄国道では県内初）

近年の厳しい国の財政状況から、これまでも除雪作業のコスト縮減、効率化を図ってまいり

ましたが、今期の除雪作業においてもより一層の効率的な作業を行うよう改善してまいります。

また、道路利用者や沿線にお住まいの皆様にご迷惑がかからないように、出来るだけサービ

ス水準を落さず道路管理に努めてまいりますが、今期の取組みにより、積もった雪が路面にう

っすら残っていたり、路面が凍結している時間が長くなる場合がありますので、速度を抑えた運

転、早めの出発、滑り止めの使用など、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

《記者発表会：山形県政記者クラブ、新庄新聞放送記者会、米沢記者倶楽部》

【問い合わせ先】
国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

TEL：023-688-8421

道路担当副所長 高橋敏彦（内線205）
たかはしとしひこ

計画課長 井上秀秋（内線261）
いのうえひであき

道路管理第二課長 小倉儀治（内線441）
お ぐ らよしはる

除雪機械の先頭車両をワンマン

化するにあたり安全性確保をす

るために、バックモニターを設

置します。

排雪板と路面との隙間を少なくして、

より効率的な除雪トラックの作業を行

うために、鋼製エッジから緩衝性のあ

るウレタン製に変更します。
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鋼製エッジ ウレタンエッジ

２台編成時の先頭車両



県南アスコン様
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至　山形市
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至　小国町


